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2024 年７月５日 

各 位 

会 社 名 株式会社ジーネクスト 

代表者名 代表取締役（権利義務者）三ヶ尻 秀樹 

（コード番号：4179  東証グロース） 

問合せ先 執行役員 村田 実 

（TEL．03－5962－5170 ） 

 
株主による臨時株主総会の招集請求に関するお知らせ 

 

当社は、当社の株主である横治祐介氏より、会社法第 297 条第１項の規定に基づき、臨時株主総会招

集の請求（以下「本請求」といいます。）に関する書面（2024 年７月１日付「株主総会招集請求書」）

（以下「本請求書」といいます。）を、2024 年７月４日に受領いたしましたので、下記のとおりお知ら

せいたします。 

記 

 

１．請求者の概要 

横治 祐介氏 

請求者は、当社の総株主の議決権の 100 分の３以上の議決権を６ヶ月前から引き続き保有している

株主であります。 

 

２．請求が行われた年月日 

 2024 年７月４日 

 

３．請求の内容 

(１)株主総会の目的である事項 

議題１ 取締役４名選任の件 

議題２ 監査役３名選任の件 

 

(２)議案の要領 

本請求書の議案の内容の全文を別紙として添付しておりますので、ご参照ください。 

 

(３)招集の理由（要旨） 

当社が 2024 年 6 月 28 日に開催した第 23 期定時株主総会（以下「本株主総会」といいま

す。）において、議長の議事運営方法は、著しく不公正であり、かつ、手続的動議を不当に

無視した点において違法と評価せざるを得ないとのことです。 

現経営陣による総会運営は極めて不公正かつ違法であり、今後、定時株主総会が開催される

見込みも不明であり、支配権維持目的の増資の見込みが立つまで臨時株主総会の招集請求を

いたずらに遅延させるおそれがありますので、速やかなる臨時株主総会の招集をここに請求

するとのことです。 

現経営陣は、全株主の利益より自己又は一部の株主の利益を優先させるおそれがあり、ま
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た、本株主総会において議長として不適正な行為が行われておりますので、当社と当社株主

の利益の最大化を図り、かつ、当社のコンプライアンスを取り戻すため、上記議題による株

主総会を招集する必要があるとのことです。 

 

４．当該請求への当社の対応と方針 

 本請求に対する当社の対応方針につきましては、本請求の内容を慎重に検討の上、決定次第開示い

たします。 

 

５．その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項 

 

(１)本請求において取締役候補者とされる⼩堀 優氏は 2024 年 6 月 12 日開示の「当社株主によ

る修正動議予告に関するお知らせ」及び 2024 年 6 月 28 日に開催した第 23 期定時株主総会

にて提出された修正動議においては監査等委員である取締役候補者でありました。 

 

(２)本請求において取締役候補者とされる西原 隆雅氏は 2024 年 6 月 12 日開示の「当社株主に

よる修正動議予告に関するお知らせ」及び 2024 年 6月 28 日に開催した第 23 期定時株主総

会にて提出された修正動議においては取締役候補者ではありませんでした。 

 

(３)本請求において監査役候補者とされる鎌形 尚氏は 2024 年 6 月 12 日開示の「当社株主によ

る修正動議予告に関するお知らせ」及び 2024 年 6 月 28 日に開催した第 23 期定時株主総会

にて提出された修正動議においては取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者であ

りました。 

 

 

以 上 
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【別紙】 

上記請求に基づき招集される株主総会における議案の内容 

 

１ 議題１（取締役４名選任の件）の議案 

【議案の要領】 

 ２０２４年６月２８日に開催された貴社の第２３期定時株主総会において不当に議長権限を濫用

し、自己の経営権維持に固執する現経営陣に任せておいては到底当社の企業価値向上を見込むことは

出来ませんので、速やかに以下の取締役候補者 4 名を貴社の取締役として選任することをお願いする

ものであります。なお、各取締役候補者からはいずれも、株主総会で選任されることを前提として当

社取締役に就任する旨の事前の承諾を得ています。 

 

【候補者番号①】 

中川 祐輝（1982 年 11 ⽉ 8 ⽇⽣） 

＜略歴＞ 

2007 年 4 ⽉ ⼤和証券エスエムビーシー株式会社（⼤和証券株式会社）入社 

2010 年 4 ⽉ マスターピース・グループ株式会社 ⼊社 

2014 年 1 ⽉ 同社 取締役  

2023 年 10 ⽉ クリアデラ株式会社 代表取締役（現職） 

＜重要な兼職の状況＞ 

クリアデラ株式会社 代表取締役 

＜所有する貴社の株式の数＞ 

 0 株 

＜貴社との間の特別な利害関係の有無＞ 

なし 

＜候補者とした理由＞ 

 中川祐輝⽒は、大手証券会社出身であり、マスターピース・グループ株式会社において取締役とし

て、中国を含む海外での事業拡⼤を⾏い、コンタクトセンター及びＢ ＰＯ（ビジネス・プロセス・

アウトソーシング）事業にも明るく、リスクインシデントに係るシステムをサポートする業務に従事

された経験を有しております。また、クリアデラ株式会社において代表取締役として、経営戦略、経

営管理及び上場準備等のコンサルティングに従事してきた経験を有し、貴社取締役として主導的な役

割を果たしていただけると判断し、選任をお願いするものであります。 

 

【候補者番号②】 

横治 祐介（1977 年 7 ⽉ 13 ⽇⽣） 

＜略歴＞ 

2000 年 4 ⽉ 魔法株式会社 ⼊社 

2001 年 7 ⽉ 有限会社ジーネクスト設⽴（現貴社）代表取締役社⻑ 

2005 年 5 ⽉ 貴社設⽴ 代表取締役 

＜重要な兼職の状況＞ 

なし 

＜所有する貴社の株式の数＞ 

1,489,600 株 

＜貴社との間の特別な利害関係の有無＞ 

横治祐介⽒は貴社の銀⾏からの借⼊⾦に対して⾃宅を担保に提供しております。その他については貴

社との間に特別な利害関係はありません。 

＜候補者とした理由＞ 
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横治祐介⽒は、創業から 2024 年 5 ⽉に⾄るまで、貴社の創業者・代表取締役として、貴社の成⻑

を牽引してきた経験から、今後の貴社の事業⽅針及び事業戦略に関して、貴社取締役として牽引でき

ると判断し、選任をお願いするものであります。 

 

【候補者番号③】 

⼩堀 優（1973 年 7 ⽉ 11 ⽇⽣） 

＜略歴＞ 

2007 年 9 ⽉ 弁護⼠登録（東京弁護⼠会） 

みらい総合法律事務所⼊所 

2013 年 2 ⽉ みらい総合法律事務所パートナー就任（現任） 

2013 年 6 ⽉ 東京ボード⼯業株式会社社外監査役就任（現任） 

2014 年 4 ⽉ 放送⼤学⾮常勤講師（コンプライアンスと危機管理） 

2015 年 6 ⽉ アイ・アール債権回収株式会社 取締役兼コンプライアンス委員会委員⻑就任（現

任） 

2017 年 6 ⽉ 債権回収会社取締役弁護⼠連絡協議会 代表世話⼈就任 

2022 年 6 ⽉ 株式会社松屋フーズホールディングス社外監査役就任（現任） 

＜重要な兼職の状況＞ 

みらい総合法律事務所 弁護⼠ 

株式会社松屋フーズホールディングス 社外監査役 

東京ボード⼯業株式会社 社外監査役 

アイ・アール債権回収株式会社 取締役 

＜所有する貴社の株式の数＞  

0 株 

＜貴社との間の特別な利害関係の有無＞ 

なし 

＜候補者とした理由＞ 

⼩堀優⽒は、弁護⼠としてコンプライアンス・企業法務全般に関する豊富な知⾒及び経験を有してお

り、また、上場企業を含む会社役員としての経験も豊富であることから、貴社社外取締役としての職

務を適切に遂⾏いただけるものと判断し、選任をお願いするものであります。 

 

【候補者番号④】 

西原 隆雅（1994 年３月４日生） 

＜略歴＞ 

2016 年９月 司法試験合格 

2016 年 12 月 最高裁判所司法研修所入所 

2017 年 12 月 西村あさひ法律事務所入所 

2020 年 4 月 株式会社スーツ 

   アクセラレート法律事務所 代表（現任） 

2020 年 10 月 株式会社 VAZ 社長室長兼メディア部 GM 

2021 年 7 月 株式会社イエマルシェ 代表 

2021 年 9 月 株式会社 Fusic 社外監査役（現任） 

2022 年 7 月 ET フロンティア株式会社 代表 

2023 年 12 月 株式会社 MiRESSO 

2024 年 4 月 株式会社 MiRESSO 執行役員兼経営企画部長（現任） 

＜重要な兼職の状況＞ 

アクセラレート法律事務所 代表 
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株式会社イエマルシェ 代表 

株式会社 Fusic 社外監査役 

ET フロンティア株式会社 代表 

株式会社 MiRESSO 執行役員兼経営企画部長 

＜所有する貴社の株式の数＞  

0 株 

＜貴社との間の特別な利害関係の有無＞ 

  なし 

＜候補者とした理由＞ 

 西原隆雅氏は、弁護士としてコンプライアンス・企業法務全般に関する豊富な知見及び経験を有し

ており、また、上場企業を含む会社役員としての経験も豊富であることから、貴社社外取締役として

の職務を適切に遂行いただけるものと判断し、選任をお願いするものであります。 

 

（註） 

・上記候補者のうち、小堀優氏及び西原隆雅氏との間では、会社法第 423 条第 １ 項に規定する責

任を負うこととなった場合において、その職務を行うに当たり善意にしてかつ重大な過失がないとき

は、会社法第 425 条第 1 項に規定する最低責任限度額を限度として貴社に対して損害賠償責任を負う

ものとし、その額を超える部分については免責することを内容とする責任限定契約を締結する予定で

す。 

・小堀優氏及び西原隆雅氏は社外取締役候補者です。  

・小堀優氏及び西原隆雅氏を社外取締役候補者とした理由は、弁護士として企業法務全般に関する豊

富な知見及び経験を活かし、客観的立場から貴社の経営を監視することが期待できると判断したため

です。  

 

２ 議題２ (監査役３名選任の件) の議案  

【議案の要領】  

２０２４年６月２８日に開催された貴社の第２３期定時株主総会において不当に議長権限を濫用し、

自己の経営権維持に固執する現経営陣に任せておいては到底当社の企業価値向上を見込むことは出来

ませんので、 以下の監査役候補者３名を貴社の監査役として選任することをお願いするものであり

ます。なお、各候補者からはいずれも、株主総会で選任されることを前提として貴社監査役に就任す

る旨の事前の承諾を得ています。  

 

【候補者番号①】  

鎌形 尚 (1991 年 12 月 5 日生)  

<略歴>  

2018 年 1 月  弁護士登録(第二東京弁護士会) 

   TMI 総合法律事務所入所 

2020 年 4 月  鎌形総合法律事務所 設立 

2020 年 5 月 selfLegal 株式会社 設立  

2021 年 8 月 サイブリッジグループ株式会社入社  

2023 年 6 月  株式会社 fonfun 監査役就任(現任)  

2023 年 8 月 大江・田中・大宅法律事務所 入所 (現任)  

<重要な兼職の状況>  

大江・田中・大宅法律事務所 弁護士  

株式会社 fonfun 監査役  

<所有する貴社の株式の数>  
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0 株 

<貴社との間の特別な利害関係の有無 >  

なし  

<候補者とした理由 >  

鎌形尚氏は、弁護士として企業法務全般に関する豊富な知見及び経験を有しており、貴社監査役とし

ての職 務を適切に遂行いただけるものと判断し、 選任をお願いするものであります。 

  

【候補者番号②】  

小峰 孝史 (1971 年 9 月 21日生)  

<略歴>  

2004 年 10 月 弁護士登録(第二東京弁護士会)  

西川綜合法律事務所(現シドリーオースティン法律事務所・外国法共同事業) 入所  

2010 年 10 月 Sidley Austin 法律事務所香港オフィス出向  

2013 年 3 月 TMI 総合法律事務所入所  

2014 年 10 月  C.P.Lin & Co. 法律事務所(香港) 出向  

2018 年 8 月 OWL Trading Limited (香港法人) 設立 (Director 就任)  

2022 年 6 月株式会社 OWL Japan 代表取締役就任  

<重要な兼職の状況>  

OWL Trading Limited Director  

株式会社 OWL Japan 代表取締役  

<所有する貴社の株式の数>  

0 株  

<貴社との間の特別な利害関係の有無 >  

なし  

<候補者とした理由 >  

小峰孝史氏は、弁護士として海外を含む企業法務全般に関する豊富な知見及び経験を有しており、貴

社監査役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断し、選任をお願いするものであります。  

 

【候補者番号③】  

浅利 卓人(1989 年 9 月 17 日生)  

<略歴>  

2012 年 4 月 ソーシャル・エコロジー・プロジェクト株式会社 入社  

2018 年 1 月  有限責任監査法人トーマツ 入所  

2024 年 3 月 アイスリーメディカル株式会社 入社 管理本部部長 (現任) 

2024 年 3 月 浅利卓人公認会計士事務所 公認会計士(現任)  

<重要な兼職の状況>  

2024 年 3 月 アイスリーメディカル株式会社 管理本部部長  

2024 年 3 月 浅利卓人公認会計士事務所 公認会計士  

<所有する貴社の株式の数>  

0 株  

<貴社との間の特別な利害関係の有無 >  

なし  

<候補者とした理由 >  

浅利卓人氏は、公認会計士として財務及び会計全般に関する豊富な知見及び経験を有しており、また

有限責 任監査法人トーマツにおいて上場監査、IPO 監査や IPO 課題調査に従事し、中期経営計画の

評価業務、内部 統制助言業務、有価証券届出書作成の助言業務等に従事されております。貴社監査
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役としての職務を適切に遂行いただけるものと判断し、選任をお願いするものであります。  

 

(註)  

・鎌形尚氏、小峰孝史氏及び浅利卓人氏と貴社との間では、会社法第 423 条第 1 項に規定する責任

を負うこととなった場合において、その職務を行うに当たり善意にしてかつ重大な過失がないとき

は、会社法第 425 条第 1項に規定する最低責任限度額を限度として貴社に対して損害賠償責任を負

うものとし、その額を超える部分については免責することを内容とする責任限定契約を締結する予定

です。  

・鎌形尚氏、小峰孝史氏及び浅利卓人氏は社外監査役候補者です。  

・鎌形尚氏及び小峰孝史氏を社外監査役候補者とした理由は、弁護士として企業法務全般に関する豊

富な知見及び経験を活かし、客観的立場から貴社の経営を監視することが期待できると判断したため

です。  

・浅利卓人氏を社外監査役候補者として理由は、公認会計士として上場企業の財務及び会計全般に関

する豊富な知見及び経験を活かし、客観的立場から貴社の経営を監視することが期待できると判断し

たためです。  

以上 


